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A Study on the Experience of “Killing Soil Animals” in Childhood:
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述させたところ、様々な感情を抱いたことが判明した。そ
れらを、殺してしまった体験者数が15名以上に達した9種
類を対象として、11項目に分類してその人数と割合を示し
た結果が表 -2である。なお、項目の分類基準は筆者の判断
によるものである事をお断りしておく。
　子どもたちはムシを殺す行為を通じて「何も感じない」
から「喜び・悲しみ」などの情緒的なものや「実験」的な
好奇心が反映したものなど実に多様な感情を体験している
ことが判明した。この多様性から、虫を殺した後の子ども
たちの感情に様々な影響を及ぼしていることが伺える。
　全体の傾向を見ると、「楽しかった・スッキリした」が
122例で際立って多く、全体の26.1％に達した。次に多か
ったのが「気持ちが悪い・怖い・嫌だ」などの嫌悪を感じ
た者の割合が17.5％であった。やっぱり死んだ・聞いたと
おりだった・予想と違ったなどの「疑問・実験」の感想が
12.6％、憐憫の情がわいた「苦しそう・かわいそう」が10.7％、
などの順で高い値を示した。一方、殺したことに対して特
別な感情を持たなかったり殺した行為について特に気にし
ていない「感じない・考えない」が12.2％もあったことも
注目され、生き物として愛情を注ぐ対象となっていなかっ
た可能性を示唆している。
　種類別にみると、ムシによって抱く感情に大きな差が認
められる。アリでは「楽しい・スッキリ」及び「感じない・
考えない」が圧倒的に多かった。これに対して、ナメクジ
では実験的な遊びをした後の結果に対する感想が多くなっ
ている。また、ミミズでは「気持ち悪い・怖い・嫌だ」な
ど嫌悪感を抱いたり、ナメクジと同様に実験的な感想が多
かった。ところが、ダンゴムシでは「苦しそう・かわいそう」
が最も多くなっており、ダンゴムシが遊び相手や飼育動物
として意識されているためと推測される。これに対してク
モ、ゴキブリ、毛虫・芋虫、トンボなどには「楽しい」に
加えて嫌悪感を抱く割合が高いことがわかる。カは今回登
場したムシの中で唯一の吸血動物であり、やはり血を吸わ
れることに対する嫌悪感が目立っていたが、害虫としての
意識に加えて遊び感覚で殺していることが伺える。
考　　察
　今回の調査で、保育者をめざしている女子大学生の大部
分が、何らかの形で小動物を殺してしまった体験を持って
いることが判明した。殺してしまった対象となった小動物
表 -2．ムシを殺してしまったときに感じたこと
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は48種類に上ったが、その中でも土壌動物と呼ばれている
アリ、ナメクジ、ミミズ、ダンゴムシなどが特に多く、こ
の4種を合わせると殺してしまったムシ全体の55.3％に達し
た。同様の事例として、たとえば山下・首藤（2008）は1
歳児から5歳児がアリなどのムシをたたいたり踏みつぶした
りしている行為を記録している。また、藤崎・麻生（2005）
は13例のムシ殺しの事例を紹介しているが、そのうちアリ、
ダンゴムシ、ヒル、などは一般に土壌動物とよばれており、
これらが子どもと深く関っているという結果は極めて興味
深い。一方、飛田（1080）は土壌動物の1種であるハサミ
ムシが子どもたちにとってスター的存在であると、現場体
験から述べている。これらの事実から、土壌動物が子ども
に及ぼす教育的効果は大きなものがあると推測される。残
念ながら多くの場合、土壌動物として認識されることは少
ないようである。
　次に幼児を観察していると、アリやダンゴムシなどの小
動物を無造作にしかも楽しそうに殺している場面にしばし
ば遭遇する。今回の調査結果からも、殺すことに面白さを
感じている事実が裏付けられた。藤崎（2005）は子どもが
死と出会う場面を5つに分類し、その中の一つとして「殺す
ことを楽しむ（ハンティング、いたぶる、動物虐待）をあ
げている。これらの行為の背景にヒトの狩猟本能的な要素
などの意味が潜んでいると考えられるが、この問題は今後
考察していきたい。
　これに対してナメクジなどでは実験的な意図が強く反映
されており、大人が作物や花卉などを食する有害動物とし
てとらえていることと対照的である。多くの学生は幼児期
に「ナメクジに塩をかけると消える」という話を大人や友
人から聞いており、それらを試してみたい衝動に駆られた
ことが想像される。外見上残虐な行為の背景に自然を観察
するだけでなく実験してみるという科学性の芽生えを伺わ
せる行動が読み取れるのではないだろうか。教育的側面か
ら見れば、この科学性の芽生えは極めて重要な意味を持っ
ていると考えられる。たとえば青木（2013）は「採集とい
う行為は博物学の入り口の扉を開くことであり、出発点で
もある。その意味からも、子どもたちの採集に対する興味
を押さえつけてはいけない。」と殺してしまうことも含めた
ムシ採りの意味を強調している。
　殺してしまう行為を含めた子どものムシ採（捕）り行為
にはさらに、成長に必須な様々な要素が含まれていると思
われる。養老ら（2008）は「虫捕りには、創造性、忍耐力、
反骨精神などを養う、すべての要素が詰まっている。」とそ
の価値を強調している。また青木（2011）は「子供の虫採
りは、いろいろな面で子供の心身の発達に欠かせない要素
を持っている。まず、ムシを捕まえるには体力がいる。走
って追いかけ、木によじ登り、穴を掘り、そのために筋肉
が鍛えられる。同時に、自然界にはさまざまな危険がある
ので、それから身を守るすべを学んでいく。怪我をしない
ように、ハチに刺されないように、ヘビに咬まれないよう
に、気を働かせていく。また、目的の虫を捕まえるには、
住み場所に関する知識も必要だし、いろいろな工夫もしな
ければならない。頭も使うのである。」と多様な学習効果を
強調している。さらに山田（1990）は「生命のすばらしさ
は、見るだけではなく、捕って触って、飼ってみてはじめ
てわかるものです。生命を大切にする態度は、大切に飼っ
ていた生物の死によって培われてくるものです。生物を採
（捕）って食べることも大切なことです。おもしろ半分に動
物を捕まえて殺生するといった行為はつつしまなくてはな
りませんが、原体験としては多少は目をつむりたいもので
す。」と教育現場の立場から控えめではあるがムシを採り殺
すことも必要であることを述べている。子どもたちにとっ
て様々なムシと出会い、遊び、感じ、そしてときには殺し
てしまうという貴重な原体験は、上記のような人格形成上
の効果だけではなく、将来、環境問題や生態系における生
物の役割などについて関心を持ち研究していくといったよ
うな、科学者としての資質を育むうえで極めて重要な意味
をもつのではないだろうか。
　また、動物を殺してしまった経験を持つ学生達の多くは、
子どもたちは小動物と関わる体験をしながら人へのやさし
さが育っていくと考えており、生き物の死を体験すること
も重要であることを認識している。このことについて河合
（1997）は、子どもの頃にムシ殺しをすることを通じて「平
和とはどういうことか、殺すことはどういうことか、など
を実感することができる。それを通じて経験的に学ぶこと
が必要なのである。」と倫理観の発達、という側面から述べ
ている。保育現場の意見としては、飛田（1980）は「虫を
殺している子どもを見て、その衝動と同じものが自分にも
内在していることを思い出す時、子どもと共感できる部分
が見つかるような気がします。そして、ときには、成長と
共に忘れていた内なる世界に目を向け、子どもとの共有世
界を広げることも必要だな、と思うのです。」と述べ、その
意義を積極的に認めている。
　本調査の後、複数の大学や短大および幼稚園の保護者を
対象とした類似の調査を進めているが、いずれの場合でも
アリ、ダンゴムシなどの身近な土壌動物が子どもの遊びに
大きくかかわっていることが判明している（佐藤、2013）。
土壌動物学の視点からみれば、土の中の生き物の存在を多
くの人たちに知っていただき関心を持っていただくために
も、さらに学問の発展のためにも、子どもとムシの関わり
を明らかにしその意義について考察していくことが必要で
あろう。さらに、子どもたちを含めた一般市民に対する土
壌動物のもつ教育的意義について検証し「土壌動物による
教育」の発展性についても今後の課題として捉えていく必
要があるように思われる。
　なお、今回の調査で得られた興味深い結果の一つに、ワ
ラジムシに対する認識の欠如があげられる。ワラジムシは
ダンゴムシと類似の環境に生息し、2種の分布が重複するこ
とも多く、個体数も多い。従って多くの学生が目にするこ
とも多い筈である。実際に授業などで示すとベンジョムシ
などとして理解している者も多い。にもかかわらず、まっ
たく学生の記述にみられなかった。これには恐らく2種間の
区別がついていないこと、区別はついているが遊びの対象
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として意識されていないこと、などの理由が考えられるが、
今後より詳細に調査していきたいと考えている。
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